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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第４区分
【発行日】平成25年8月8日(2013.8.8)

【公開番号】特開2012-16170(P2012-16170A)
【公開日】平成24年1月19日(2012.1.19)
【年通号数】公開・登録公報2012-003
【出願番号】特願2010-150262(P2010-150262)
【国際特許分類】
   Ｈ０２Ｊ   7/00     (2006.01)
   Ｈ０２Ｊ  17/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/44     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/46     (2006.01)
   Ｈ０２Ｊ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０２Ｊ   7/00    ３０１Ｄ
   Ｈ０２Ｊ  17/00    　　　Ｂ
   Ｈ０２Ｊ   7/00    　　　Ｖ
   Ｈ０１Ｍ  10/44    　　　Ｑ
   Ｈ０１Ｍ  10/46    　　　　
   Ｈ０２Ｊ   7/02    　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成25年6月26日(2013.6.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明に係る給電装置は、充電池に対して充電を行う受電装置に非接触で給電を行う給
電装置であって、受電装置の位置情報を検出する位置検出手段と、受電装置の位置情報に
応じて受電装置が動いたか否かを判定する判定手段と、受電装置の充電状態を検出する充
電状態検出手段と、判定手段によって動いたと判定された受電装置に対応する充電状態を
示す情報が通知されるようにする制御手段とを有することを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　通信部２０２は、制御部２０１により制御され、複数の受電装置１０２ａ～ｃと無線Ｌ
ＡＮや近接無線通信等の無線通信方式によって無線通信を行う。通信部２０２は、受電装
置１０２ａ～ｃから、受電装置１０２ａ～ｃの充電状態を示す充電状態情報を取得するこ
ともできる。通信部２０２は、複数の受電装置１０２ａ～ｃから取得した充電状態情報を
充電状態検出部２０７に供給する。また、通信部２０２は、充電開始するための充電開始
通知を受電装置１０２ａ～ｃに送信することもできる。実施形態１では通信部２０２は、
ＩＥＥＥ８０２．１１ａ，ｂ，ｇ等の無線ＬＡＮ通信規格の通信方式を用いて受電装置１
０２ａ～ｃと個別に通信を行う。なお、通信部２０２は、ＩＥＥＥ８０２．１１ａ，ｂ，
ｇ等の無線ＬＡＮ通信規格の通信方式以外の通信方式によって受電装置１０２ａ～ｃと通
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信を行ってもよい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　表示部２０４は液晶ディスプレイやＬＥＤ等であり、受電装置１０２ａ～ｃの充電状態
を表示する。また、表示部２０４は、受電装置１０２ａ～ｃの充電状態の他にも、給電エ
リア１０３に置かれている受電装置１０２ａ～ｃの装置ＩＤなどを表示する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　記憶部２０５は制御部２０１がプログラムを実行するのに必要なワーク領域や通信部２
０２で無線通信した際に受信した情報などを格納する領域として使用される。
　記憶部２０５には、受電装置１０２ａ～ｃの充電状態を示す充電状態テーブルが記録さ
れているものとする。充電状態テーブルとは、受電装置１０２ａ～ｃの各装置ＩＤと、充
電状態検出部２０７で検出された給電対象である給電装置の消費電力と、受電装置１０２
ａ～ｃの各充電状態とを対応させたデータテーブルである。充電状態テーブルにおける充
電状態とは、後述する図３に示すような状態１から状態４のいずれかの状態である。また
、充電状態テーブルは、あらかじめ記憶部２０５に記録されているものであっても、制御
部２０１が受電装置１０２ａ～ｃから取得した装置ＩＤや充電状態検出部２０７で検出し
た消費電力に応じて作成するものであってもよい。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　給電装置１０１は、充電開始通知を給電対象である受電装置１０２ａに送信し、給電対
象である受電装置１０２ａへの給電を開始した場合、受電装置１０２ａは、充電池４０９
ａに供給する充電電流が所定の電流値になるように制御するための定電流制御を行う。受
電装置１０２ａが定電流制御を行っている場合、充電池４０９ａに供給される充電電圧は
経過時間の経過と共に上昇する。受電装置１０２ａは、定電流制御を行った後に、充電池
４０９ａへの充電電圧が所定の電圧値に達した場合、充電池４０９ａへの充電電圧が所定
の電圧値になるように制御するための定電圧制御を行う。受電装置１０２ａが定電圧制御
を行っている場合、充電池４０９ａへ供給される充電電流は、時間の経過と共に減少する
。給電対象である受電装置１０２ａでの充電池４０９ａへの充電が完了した場合、充電池
４０９ａへ供給される充電電流の値は、ほぼ０となる。このように、受電装置１０２ａに
おいて、充電池４０９ａを充電するために、充電電流と充電電圧との積に応じた消費電力
が消費される。充電状態検出部２０７は、受電装置１０２ａで消費される消費電力を検出
し、検出した消費電力に応じて給電対象の受電装置１０２ａによる充電池４０９ａへの充
電を示す充電状態を検出することができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００３３】
　受電部４０３ａは、通信部４０２ａが充電開始の通知を受信した場合、給電装置１０１
の給電部２０３から供給された電力を受信し、充電部４０５ａに受信した電力を供給する
。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　Ｓ５０３において、制御部２０１は、移動したと判定された各受電装置の移動した距離
を全て比較するように移動距離比較部２１３を制御する。移動距離比較部２１３によって
、各受電装置の移動した距離が全て比較された場合、制御部２０１は、最も移動距離が長
い受電装置を検出し、この受電装置の充電状態を表示部２０４に表示すると判定する。な
お、この判定は、移動距離の長さが所定値以上であると判定された複数の受電装置のうち
、１つの受電装置の充電状態を表示するために選択する方法の一例である。例えば、移動
距離が他の受電装置と比較して明らかに長すぎると判断される受電装置は、ユーザによっ
て、給電エリア１０３から持ち出された可能性が高い。この場合、移動距離が他の受電装
置と比較して明らかに長すぎると判断される受電装置を除外して、残りの受電装置のうち
最も移動距離が長いものを選択してもよいものとする。この場合、選択される受電装置は
移動距離が２番目以降に長い受電装置となる。移動距離が他の受電装置と比較して明らか
に長すぎると判断される場合とは、例えば、移動距離が給電エリア１０３の横幅及び縦幅
のいずれか一つよりも長いと判定される受電装置である。制御部２０１によって、最も移
動距離が長い受電装置が検出された場合、本フローチャートはＳ５０３からＳ５０４に進
む。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　Ｓ５０４において、制御部２０１は、Ｓ４１１と同様に、最も移動距離が長い受電装置
に対応する充電状態を示す情報を記憶部２０５から読み出し、読み出した充電状態を示す
情報を表示部２０４に表示する。最も移動距離が長い受電装置に対応する充電状態を示す
情報が表示部２０４に表示された場合、本フローチャートは終了し、Ｓ４１２において行
われる例外処理は終了する。例外処理が行われた場合、本フローチャートは、Ｓ４１２か
らＳ４０６に戻る。
【手続補正９】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図５
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図５】
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